
「言葉」

生徒指導部長 高橋 宏 行

「『たゆま ぬ努力』と『た ゆまぬ反省 』」

こ れ は 小 学 校 を 卒 業 す る 際 に 、 恩 師 か ら い た だ い た 忘 れ ら れ な い 言 葉 で す 。 た

ゆまぬの意味は「緊張 感を持ち続け ることなく 、油断 することなく着 実に 」で 、「年

を 重 ね て も 努 力 す る こ と や 反 省 す る こ と の 大 切 さ を 感 じ る こ と が で き る 人 に な り

ま し ょ う 。」 と い う も の で す 。 こ の 言 葉 の 深 さ に 気 が つ い た の は 残 念 な が ら 成 人 を

過ぎ 、働く ようになって からでした 。今では自身の 「座右の銘 」となっ ています 。

誰 で も 心 に 響 い た 言 葉 や 、 影 響 を 受 け た 一 言 が あ る で し ょ う 。 し か し 、 言 葉 は

便 利 で す が 、 や っ か い な も の で す 。 言 葉 に す る こ と で 人 は 自 由 に も 不 自 由 に も な

り ま す 。 家 族 や 親 し い 友 人 に は 言 葉 に し な く て も わ か る と 思 い 、 そ の ま ま に し て

い た ら 、 後 で 大 き な ト ラ ブ ル に な っ た と い う こ と は よ く あ り ま す 。 親 し い か ら こ

そ 、 て い ね い な 言 葉 は 必 要 で 、 伝 え る べ き こ と は し っ か り 伝 え 、 し っ か り 聞 く と

い う こ と が 相 手 を 尊 重 す る こ と に な る の だ と 感 じ て い ま す 。 ２ １ 世 紀 と な り 、 連

絡 手 段 が 電 話 や 手 紙 か ら SNSや メ ー ル へ と 急 速 に 移 行 し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

形 が 大 き く 変 化 し ま し た 。 SNSは 人 と 話 す の が 苦 手 な 人 に は 便 利 な ツ ー ル で は あ

り ま す が 、 言 葉 の ニ ュ ア ン ス や 表 情 が 伝 わ り に く い と い う 面 も あ り ま す の で 、 使

い方には注意が 必要です。

ま た 、 性 格 や 感 情 を 変 え る の は と て も 難 し い こ と で す が 、 言 葉 を 変 え る の は 簡

単 な こ と で す 。 人 生 、 ど れ だ け た く さ ん の 「 言 葉 」 に 助 け ら れ て き た こ と で し ょ

う 。 マ イ ナ ス 思 考 で 、 自 分 に 自 信 が 持 て な か っ た と き に 、「 な ん と か な る さ 」「 と

て も い い ね 」「 大 丈 夫 だ よ 」 と 、 プ ラ ス の 言 葉 を か け て も ら い 、 心 が 救 わ れ た こ と

は数え切れませ ん。

言 葉 に は 、 真 実 も あ れ ば 、 嘘 も あ る 。 人 を 勇 気 づ け る こ と も あ れ ば 、 人 を 絶 望

も さ せ る 。 諸 刃 の 剣 で す 。 使 い 方 １ つ で 、 自 分 の 味 方 に も 敵 に も な る 。 楽 に も 、

毒 に も な っ て し ま う 。 今 に 残 さ れ た 言 葉 は 、 そ の 人 の 生 き た 証 で あ り 、 生 き 様 で

す 。 生 き 方 が 魅 力 的 な 人 の 言 葉 に は 必 然 的 に 惹 か れ て し ま い ま す 。 何 気 な い 言 葉

で あ っ て も 、 魅 力 的 な 魔 法 の 言 葉 に な り 得 る の で す 。 孔 子 が 残 し た 「 論 語 」 の よ

う に 、 偉 人 と 呼 ば れ る 人 た ち の 言 葉 が 深 い の は 、 ま さ に こ の こ と が 言 え る か ら だ

と思います。

み な さ ん も 大 切 な 人 か ら も ら っ た 言 葉 の 意 味 を 考 え 、 そ の 思 い を 感 じ な が ら 、

心 に 響 く 言 葉 を た く さ ん 見 つ け て ほ し い と 思 い ま す 。 今 で も 大 切 に し て い る 恩 師

の 言 葉 、 い つ の 日 か 同 窓 会 で 恩 師 を 囲 み 、 こ の 言 葉 に つ い て 語 り 合 っ て み た い 、

そう願う今日こ の頃です。
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夏休み学習会

７月２７日（木）～８月１日（月）の４日間、本

校技術室にて学習会を開催します。「樽っ子サポータ

ー」として、市内私立高校の教諭や高校生が来て、

学習のサポートしてくれます。申込みをしていなく

ても参加可能ですので、ぜひ参加してください。

おたる子ども会議

７月２２日（土）、市内３つの中学校の代表が集ま

り「おたる子ども会議」が開催されました。

会議では、防災に関するグループ討議のほか、「小

樽のまちを良くするために思うこと」などをテーマ

に迫俊哉市長と対話をする場面もあり、本校から参

加した生徒会役員の笹山さん、原田さん、中山さん

が積極的に意見を述べていました。

【連絡・お知らせ掲示板】

中体連大会の結果について
６月３日（土）の水泳大会を皮切りに、市内・管

内大会が開催されました。今年度は、バドミントン

・水泳・陸上・体操・剣道の５競技が全道大会に出

場します。選手のみなさんの活躍を期待しています。

＜水泳＞

男子２００ｍ個人メドレー １位（佐々木）→全道へ

男子２００ｍ背泳ぎ １位（佐々木）→全道へ

男子１００ｍバタフライ ２位（杵淵）→全道へ

男子２００ｍ個人メドレー ３位（杵淵）→全道へ

女子１００ｍ自由形 １位（森）→全道へ

女子 ５０ｍ自由形 ４位

女子 ５０ｍ自由形 ５位

女子２００ｍ個人メドレー ４位

＜バドミントン＞

男子個人戦 男子シングルス１位（加藤）

→ 代表決定戦２位 → 全道大会出場

男子団体 予選敗退

女子団体 予選敗退

＜バレーボール＞

女子 リーグ戦 敗退

＜バスケットボール＞

男子 １回戦敗退

＜野球＞（※西陵・菁園・向陽・桜町連合チーム）

小樽市大会優勝 → 代表決定戦敗退

＜陸上競技＞
男子 ８００ｍ １位（竹内） → 全道大会出場

走幅跳び、４×１００ｍＲ ５位

女子 １００ｍ ３位、６位

２００ｍ ３位、６位

８００ｍ ２位、４位、７位

１５００ｍ ２位（石川）※通信陸上の結果で全道へ

走幅跳び １位（成田）→全道大会出場

砲丸投げ １位（坂野）→全道大会出場

４×１００ｍＲ ３位

＜剣道＞
男子個人準優勝（川嶋） → 全道大会出場

＜体操＞

男子１部総合２位 種目別鉄棒１位（新谷）

→ 全道大会出場

離任のお知らせ

この度、期限付採用の向井義典教諭と学習指導

員の金大翔さん、宮尾遥希さんが、契約満了に付

き、７月３１日付けで離任することになりました。

通知表について

本日、お子さんに１学期の学習と生活の成果が

記載された通知表をお渡ししました。

所見欄には、担任から学習面、生活面について

お子さんの努力したこと、今後頑張ってほしいこ

となどを書かせていただきました。

ご家庭でも通知表からうかがえるお子さまの頑

張りをぜひ称えていただきたいと思います。

なお、１学期の欠席・遅刻・早退などは、７月
１９日現在の記録になっております。それ以降の

欠席などは２学期の通知表配付時に１学期の欄に

追加記載されますので、ご了承ください。

夏季休業中の課題とクロムブックの活用

各教科から夏季休業中の課題一覧が配付されて

おります。ご家庭でも課題の内容についてご確認

ください。

また、夏季休業中、ご家庭にクロムブックを持

ち帰ります。

各教科の学習に活用したり、タイピング練習を

したり、デジタル教科書や「おたるの自然」など

の動画資料などを参照するなどして、積極的に活

用してください。（※市教委から活用方法につい

ての案内も配付されております。）

なお、クラスルームに連絡が掲示されることも

ありますので、定期的にクラスルームを確認して

みてください。

体育大会が開催されました

７月１４日（金）、好天にも恵まれ、体育大会

が開催されました。今年度は、サッカー、ドッヂ

ビー、長縄跳び、学級対抗リレーで学年ごとに対

抗戦を行いました。

どの学年も白熱したプレーの連続で、熱戦が繰

り広げられまし

た。自分の競技だ

けでなく、他の仲

間に対しても温か

い声援を送る姿が

グラウンドや体育

館で数多く見られ

ました。

学校閉庁日（８月１１日（金）～１６日（水））

この期間は、学校閉庁日となり、職員は出勤し

ません。電話応答は時間外アナウンスとなります。

ご理解とご協力をよろしくお願いします。


